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10 月 29 日（木）、コロナウイルスなんて吹っ飛ばせ！という思いと、 「お菓子ちょうだい」という利用

者の皆さまの声に応え、今年も皆さまに仮装をしていただき、楽しい時間を過ごすことができました。 

お菓子を渡さず、いたずらをされてしまうと困るので、利用者の皆さまにはたくさんのお菓子を配り、

喜んでいただきました。                                       増田 麻里子 
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新型コロナウイルス感染症の影響で、世界的にお祭りやイベントの中止が相次ぐなか、袖ケ浦学園も今

年度の秋祭りは中止となりました。楽しみにされていた利用者様へ、代わりのイベントを企画し、園内を盛り

上げようと知恵を絞り企画したのは、『お寿司パーティー』でした。 

 

11 月 18 日（水）は見事な秋晴れでした。紅葉の秋や芸術の秋と、秋ならではの楽しみ方はさまざまあり

ますが、袖ケ浦学園の皆さまは、満腹の秋を過ごされました。当日は、日清医療食品様のご協力で寿司職

人を派遣していただき、職人が握る本格的なお寿司を食べることができました。お寿司は、ウニや中トロな

ど全部で 11 種あり、贅沢なお寿司パーティーになりました。お好きな飲み物を選ばれ、サイドメニューの筑

前煮、から揚げ、赤だしの味噌汁も堪能され、デザートのプリンまで完食なさいました。 

 

実は、昼食にお寿司をたくさん召し上がっていただくため、午前中は作業室でゲーム大会と称し、ボッチ

ャ、ボーリング、輪投げをおこない、お腹を空かせてもらっていました。午後は、同じく作業室でカラオケ大

会をおこない、日頃の練習の成果を披露していただきました。おやつには、イチゴのショートケーキとお菓

子の詰め合わせを準備しました。お昼から食べ続けているので、皆さん残されるだろうと思いましたが、予

想に反し完食される方が多かったです。来年の秋祭りは、新型コロナウイルス感染症が終息し、例年通り

屋外で開催できることを心から望みます。 

 

今回のお寿司パーティーにご協力いただいた職員および日清医療食品様へ、この場をお借りして御礼

申し上げます。                                                 小髙 栄一 

 

 

お寿司パーティー 
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各班紹介 Gメン班         食事会 

10月 14日(水)、G メン班の食事会をおこないました。本来、この時期は班で外出している時期なのです

が、新型コロナウイルス感染予防のため、その予定を学園内での食事会に変更しました。 

食事会当日の午前と午後は、普段通りの日課をおこない、昼食の時間に豪華なお弁当やデザートを準

備しました。さらに、おやつの時間は普段通りのメニューに加えて、利用者の皆さまが大好きなスナック菓

子も手配いたしました。 

皆さま、大変満足そうなご様子で、食事会を催してよかったと思いました。           苅込 雅弘                                    

 

 

 

 

 

 

                                                 

 

各班紹介 チャレンジ班       食事会 

 

 

 

                                                                                      
 

10 月 29 日(木)、天候にも恵まれ、青空の下思う存分飲食していただき、満足していただけたご様子

でした。ソーシャルディスタンスを厳守し、距離に気を配りながら活動を提供させていただいておりま

す。保護者の皆さまに少しでもご安心いただければ幸いです。                       白井 琢哉 

北風が身にしみる季節になりました。皆さまいかがお過ごしでしょうか。例年、チャレンジ班では、公共

交通機関を利用して外出をおこなっておりましたが、今年はコロナウイルス対策のため、学園内で班内

行事をおこないました。 
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各班紹介 ステップ班   サツマイモほり体験 

10月 28日(水)、Gメン班の畑でサツマイモほりの体験をさせていただきました。まずは、職員

から説明をきちんと聞き、いざ収穫。力を込めて弦を引っ張り、連なった芋が顔を出すと、嬉しそ

うになさっていました。土の中に残ったサツマイモを掘り起こす予定でしたが、奇麗に抜けてしま

い、残念ながら発掘する体験ができたのは一部の方のみでした。 

いつもは屋内で活動に取り組まれているため、土いじりとは無縁のステップ班です。真剣に収穫

される姿や楽しそうな表情を拝見し、ステップ班でも収穫作業ができる環境があるといいねと職員

皆が思いました。                              佐々木 朋美 

 

 

 

 

 

 

 

各班紹介 にっこり班   明るく・楽しく・仲良く 
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水分補給、大事！ 

9 月からにっこり班の配属になりました生活支援員の高橋世奈（たかはしせな）です。にっこり班の皆さ

まと明るく楽しく仲良く接しながら、活動を支えていく所存です。よろしくお願いいたします。 

コロナウイルス感染予防のため、外出を自粛しています。現在は、カラオケ、体操、音楽を流しながら

廊下やグラウンドでの歩行、ボール遊び、ペグボード、ビーズ通し、文字なぞりなどをおこなっています。

利用者の皆さまのご意向とご体調に合わせて一緒に楽しみながら、毎日とても元気に過ごしています。 

早くコロナウイルスが終息することを心から願っております。                   高橋 世奈 
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各班紹介 ほほえみ班    巣ごもり活動中 

私にとって 1年で最も苦手な冬がやってまいりました。もうすでに春が待ち遠しい今日この頃で

す。 

ほほえみ班は、野菜の収穫も終え、畑仕事はお休みです。現在は、活動場所を屋外から屋内に変

えて、元気に過ごされています。利用者の皆さまは、ビーズ通し、タオルたたみ、ペグボード、歩

行運動など、屋内でもできる活動を日々頑張っていらっしゃいます。 

今年は新型コロナウイルスの影響で、暗いニュースで溢れていますが、ほほえみ班の皆さまと、

明るく元気に過ごしております。                       笠原 詩緒莉 

 

 

                                                 

 

 

  

グループホーム 絆   開所してあっという間の 1年 

令和 2年 11月で、開所して 1年が経ちました。9月に宮嶋様が入所し、現在 1名の利用者様が体験利

用されています。6名での生活は、思っていたほどトラブルもなく、皆さま仲良く過ごしていらっしゃいます。 

年度初めに計画していた行事は、コロナウイルス対策のためにほとんどできませんでした。そういうわけ

で、土日はコストコでおやつを購入して食べたりしています。 

        12月を前に、利用者の皆さまと一緒にクリスマスツリーを飾りつけました。今は、プレゼントの話題で持ち       

きりです。                                                    平島 吉隆 

 

 

 

 

 

  

11 月 食事風景 

12 月 

クリスマス 

ツリーの前で 
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職員コラム    

休日は風を感じながらバイクツーリング 

私は、天気が良ければ休日にバイクに乗り、千葉県内を走り回っています。バイクの良いところは、自動

車では味わえない視野です。妨げるものは何もなく全方向の景色がたのしめます。風を感じながら走ると、

たとえ嫌なことがあっても、心が穏やかになります。休日が 2 日続くとキャンプツーリングをしています。キャ

ンプ場に到着した後テントを張り、自分の好きなバイクを眺めながら、美味しい食事と夜の星空を眺めるの

は、最高に贅沢な時間です。 

バイクは、「危険な乗り物」とか「ヤンキーが乗っている」というイメージでしたが、今は若い女性やリター

ンライダーの5～60代の方もいらっしゃいます。冬は路面が凍結しているため、乗ることはできませんが、来

年、桜の咲く頃にまたツーリングを再開します。                               西井 樹 

 

 

 

 

新型コロナウイルスが感染拡大していなければ…  
皆さん紅葉は好きですか？私は紅葉を見ながらドライブするのが大好きです。河口湖は富士山の見え

る湖として一年を通して観光客が多い場所です。中でも「もみじ回廊」は、全国的に有名な紅葉の名所で

す。「紅葉トンネル」は、「もみじ回廊」と比べると知名度は低いですが、ドライブをしながら富士山と紅葉を

一緒に楽しめて、その美しさに癒されます。おすすめスポットの１つです。 

例年 11月中旬～12月中旬になると、河口湖までドライブに行くのですが、新型コロナウイルス感染拡大の

ため、今年は中止して、近場の富津市にある「もみじロード」で我慢しようかと検討中です。遠くに出かけて

感染すると、皆さんに迷惑をかけるため、今年は自粛しようと思います。 

「もみじロード」とは、県道１８２号線の愛称です。船戸橋周辺の紅葉は、「切手のもみじ」と呼ばれ、最大

の名所の１つです。名前の通り、切手のデザインに採用されたこともある、由緒正しいもみじなのです。今

年は紅葉の時期が早いので、旬の内に紅葉を見に行きたいと思います。以下の 3 枚の画像は紅葉トンネ

ルからのサンプル風景画像です。                                     苅込 雅弘 
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AEDを設置しています 
袖ケ浦学園では、緊急時に備えＡＥＤを設置していますが、グループホーム 絆にも新たに設置 

しました。レンタル業者に毎月点検していただいています。定期的に研修もおこなっていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

宮嶋
みやじま

 龍也
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9月 1日「グループホーム 絆」に入所され、 

「袖ケ浦学園 生活介護」を利用していらっしゃいます。 

グループホームではコーヒータイムを楽しみに待っていらっしゃいます。 

ホームにも慣れ、落ち着いて生活をされています。 

 

 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                              

                                     

 

社会福祉法人いずみ会 

〒299-0205千葉県袖ケ浦市上泉 1767-21 URL：http://izumi-kai.com 

障害者支援施設 袖ケ浦学園       0438-75-4585       izumikai@vanilla.ocn.ne.jp 

相談支援センター 晴（ハル）        0438-97-5118       haru-soudan@kind.ocn.ne.jp 

グループホーム 絆（キズナ）  〒299-0236千葉県袖ケ浦市横田字北上堰 124-1 

      0438-97-7815       kizuna7815@orion.ocn.ne.jp 

 

【編集後記】 

 

 

 

 

 

[広報担当職員] 吉田（美）・笹生・佐々木 

 

ツイッター始めました！ 

 

@sodegaku 

袖ケ浦学園の近隣には、この時季にイルミネーションで大変にぎわう『東京ドイツ村』があります。

近場ながら、なかなか行くことがないのですが、今年度は、マイクロバスでイルミネーションツアーをし

よう！と張り切っていました。しかし、コロナウイルス第3波のせいで、泣く泣く中止の決断をしました。 

ちまたでは、『GO TO トラベル』で盛り上がっていましたが、便乗しなくてよかったと思いながらも、

いつになったら旅行に行けるのかなぁと海外リゾートを妄想中です。            吉田 美紀 

入所者の紹介 
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グループホーム 絆 

                                     

 


